
②虐待とは何か

 3歳児のこどもが、苦手なものを食べることを嫌がった
ため、苦手を克服させる意図で、繰り返し食べるよう促
していた。しかし、こどもが引き続き嫌がり、席を立と
うとしたため、席に連れ戻して、そのこどもを大声で注
意し、こどもの口元に苦手なものが乗ったスプーンを当
てると、こどもは嫌々ながらそれを食べた。その後も、
保育士はそのこどもが嫌々食べていることを知りながら、
同様の行為を毎日のように繰り返した。しばらくして、
保護者から、「給食の時間が嫌で、こどもが保育園に行
きたがらなくなった。」と相談があった。



②虐待とは何か



 ４歳児のこども同士のけんかにより、こどもの１人が
興奮して室内を泣きながら暴れまわってた。保育士は、
けんかを制止するとともに、暴れるこどもを言葉で諭そ
うとしたが、それでも収まらなかったため、こどもを落
ち着かせる目的で別室に連れ出し、鍵は閉めずにしばら
く1人きりにした。保育士は、数分したらこどもの元に戻
るつもりでいたが、他のこどもに対応していたため、戻
ることを失念してしまい、結果として、そのこどもは20
分間別室で1人泣き続けることとなった。
 慌てて別室に戻った保育士は、こどもに対して、1人き
りにしたことを謝った。その後は、こどもも落ち着き、
いつも通り、友だちと過ごしていた。降園時には、保護
者に上記のことを伝えるとともに、翌日の登園時も、改
めてこどもの様子を確認したが、家庭でも特に変わった
様子は見られなかったとのことだった。

事例２



 ５歳児のこどもが、保育士Aの指示を守らずに、勝手に
戸外に出て、砂場で遊び始めたため、保育士Aは「勝手に
出てはだめだよ」と叱った。それに対して、こどもは
「だって、〇〇先生はいいって言ったもん」と別の保育
士Bの名前を出して言い返し、そのまま遊び続けようとし
た。保育士は、こどもが言い訳をし、自分の指示に従わ
なかったことに苛立ちを覚え、もっと厳しく叱らないと
大人としての示しがつかないと思った。そこで他のこど
もと離れた場所で、そのこどもを自分の近くに立たせ、
指示を守らなかったことを執拗に叱り続けた。叱られて
いる間、こどもは特に泣いたりすることはなく、その後
も、いつも通り、他の友だちと遊ぶ様子が見られた。ま
た、次の日以降も、通園を嫌がる様子は見られなかった。

事例３



事例2

事例３

虐待と判断される？



事例１（解説）



事例２（解説）



事例３（解説）



【疑いのある行為に対する指標の考え方】　　　ア　　行為の強度・頻度



【疑いのある行為に対する指標の考え方】　　イ　　保育士・保育教諭等の意図



【疑いのある行為に対する指標の考え方】　　ウ　　こどもの状況・こどもへの影響


